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  鹿屋市社会福祉協議会役員より説明 

 

 

発行 大馬越地区コミュニティ協議会    電話４４－２７７３ 

会長 末弘義武     主事 久永行雄   職員 萩元達治 

大馬越地区コミ先進地研修視察実施 鹿屋市社会福祉協議会へ 

昨
年
度
は
、
大
馬
越
小
学
校
閉
校
記
念
事

業
に
閉
校
記
念
合
同
運
動
会
更
に
は
地
区
文

化
祭
と
諸
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
り
、
コ
ミ
協
先

進
地
研
修
視
察
は
実
施
出
来
な
か
っ
た
所
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
自
治
活
動
健
康
福

祉
部
会
主
催
に
よ
る
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
す
る
「
ま
る
ご
と
支

え
愛
」
事
業
を
取
り
組
み
た
い
と
の
こ
と
で
、

県
内
先
進
地
と
し
て
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い

る
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
視
察
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
、
自
治
会
長
を
始

め
自
治
活
動
健
康
福
祉
部
会
員
な
ど
二
十
一

名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゼロ戦の前で記念撮影 

鹿
屋
市
ま
で
、
約
一
時
間
半
の
バ
ス
行
程
の
中
で

コ
ミ
協
・
自
治
会
等
課
題
や
今
後
の
活
動
を
ど
う

す
れ
ば
活
性
化
が
図
れ
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
課
題
等
点 

・
行
事
へ
の
参
加
が
少
な
い
。 

・
集
落
の
意
思
統
一
が
ほ
し
い
。 

・
地
区
コ
ミ
全
体
で
食
事
会
、
サ
ロ
ン
開
催
で
き

な
い
か
。 

・
高
齢
化
に
な
り
つ
つ
も
健
康
管
理
は
自
分
で
、

楽
し
い
毎
日
を
作
る
べ
き
。 

・
後
継
者
育
成
が
急
務
。 

・
十
年
前
と
比
較
し
て
変
化
し
て
い
る
。 

若
者
が
い
な
い
。
先
輩
か
ら
の
伝
承
少
な
く
な
っ

た
。 

・
高
齢
者
へ
の
安
否
電
話
作
戦 

・
コ
ミ
協
部
会
員
と
し
て
、
後
継
者
が
い
な
い
た

め
中
々
交
代
が
出
来
な
い
。
組
織
の
変
更
も
検
討 

・
ど
こ
の
自
治
会
・
コ
ミ
協
も
同
じ
と
思
う
が
、

楽
し
め
る
方
策 

班
会
を
毎
月
開
催
し
、
情
報
を

共
有
す
る
。 

・
小
学
校
跡
地
利
用
の
問
題
。 

・
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
。 

・
高
齢
化
に
よ
る
事
業
の
減
少
あ
り
、
コ
ミ
協
の

作
業
に
至
っ
て
は
、
高
齢
者
を
見
据
え
て
時
間
の

変
更
も
必
要
。 

・
大
馬
越
地
区
は
、
商
店
が
少
な
い
。 

・
地
区
に
は
、
匠
の
技
・
女
性
パ
ワ
ー
等
、
頼
も 

し
い
人
材
が
ま
だ
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
活

用 

躍
を
。
以
上
の
よ
う
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
今
後
本
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
第
四
期
地
区

振
興
計
画
書
に
反
映
が
出
来
れ
ば
と
思
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
十

時
三
十
分
か
ら
の
研
修
が
、
鹿
屋
市
中
央
に
あ
る

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
内
の
建
物
の
中
に
あ
る
社

会
福
祉
協
議
会
会
議
室
に
て
研
修
を
受
け
ま
し

た
。
取
り
組
み
事
例
と
し
て
、
泉
ヶ
丘
町
内
会
の

会
長
か
ら
説
明
を
頂
き
、
人
口
五
七
六
人
・
六
十

五
歳
以
上
一
三
六
人
、
高
齢
化
率
二
十
三
・
六
％

世
帯
数
二
七
四
世
帯
で
構
成
さ
れ
、
ほ
ぼ
鹿
屋
市

の
中
央
部
分
に
位
置
さ
れ
、
内
、
県
営
住
宅
・
市

営
住
宅
併
せ
て
一
四
一
世
帯
が
あ
る
構
成
と
な

っ
て
お
り
、
市
営
住
宅
は
高
齢
者
、
逆
に
県
営
住

宅
は
若
者
が
多
く
入
居
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
町
内
会
の
ふ
れ
あ
い
支
え
愛

コ
ー
ネ
デ
ィ
タ
ー
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
直
接

担
当
し
、
受
付
・
作
業
時
の
手
数
料
の
受
託
事
務

を
町
内
会
で
行
う
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
薩

摩
川
内
市
の
取
り
組
み
と
は
若
干
違
う
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昔
は
長
屋
で
地
域
の
つ
な

が
り
も
深
か
っ
た
が
最
近
は
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
が
希
薄
化
と
な
り
、
ま
ず
町
内
に
住
む
六
五

歳
以
上
の
方
の
高
齢
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
困
り
ご
と
が
あ
る
・
孤
独
感
を
感
じ

る
。
更
に
は
見
守
り
活
動
を
積
極
的
に
利
用
し
た

い
と
の
声
も
多
く
あ
り
、
こ
の
事
業
を
取
り
組
む
こ

と
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
活
動
時
に
は
、
名
刺 

代
わ
り
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
を

配
布
し
な
が
ら
各
対
象
世
帯
を
巡

回
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
現
在
十
一
名

の
利
用
者
に
十
五
名
で
支
援
を
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
三
十
分
程
度
で
三
百

円
・
一
時
間
程
度
で
六
百
円
で
事
前

に
た
す
け
あ
い
券
を
一
冊
千
円
で

(

一
点=

百
円 

十
枚
綴
り)

と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
大
馬
越
地
区
に

つ
い
て
は
、
研
修
を
受
け
参
考
に
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
か

ら
の
事
業
開
始
に
向
け
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
昼
食
後
、
鹿
屋

特
攻
平
和
会
館
に
訪
問
し
、
閉
校
記

念
事
業
で
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
千
羽
鶴
を
会
館
に
寄
贈
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

祝 100 歳おめでとうございます。大園洋子さん 

山下自治会の大園洋子さんが敬老の日を前に、内閣総理大臣から

100 歳の感謝状を贈呈されました。現在洋子さんは 2 年前から藺牟

田の特別養護老人ホームのぞみ園に入所されておりますが、至って

元気であります。胸には孫娘ゆう子さんからプレゼントされた赤ち

ゃんの人形を終日大事に抱いていらっしゃるそうです。大園忠英夫

妻は、週 2 回は訪問されており、益々の長寿を願うばかりでありま

す。ほんとうにおめでとうございます。 「写真中央洋子さん」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
諏
訪
神
社

大
祭
に
、
本
年
は
八
月
二
十
六
日(

日)

に

山
下
太
鼓
踊
り
保
存
会
に
よ
る
下
名
楽

太
鼓
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
七

時
三
十
分
に
は
、
山
下
の
神
社
で
の
奉

納
、
大
宮
神
社
に
て
奉
納
、
後
諏
訪
神
社

へ
と
移
動
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
下
手
太
鼓

踊
り
・
元
村
鉦
踊
り
・
朝
陽
太
鼓
踊
り
及

び
山
下
太
鼓
踊
り
の
四
団
体
が
、
奉
納
さ

れ
ま
す
が
、
今
年
は
踊
り
不
足
と
高
齢

化
、
更
に
は
後
継
者
不
足
と
い
う
こ
と

で
、
山
下
太
鼓
踊
り
と
朝
陽
太
鼓
踊
り
の

二
団
体
の
み
で
あ
り
ま
し
た
。
山
下
太
鼓

踊
り
保
存
会
に
至
っ
て
は
、
本
年
度
参
加

が
出
来
る
か
心
配
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

保
存
会
員
の
一
致
団
結
し
た
協
力
で
、
外

部
か
ら
の
招
へ
い
更
に
は
幼
児
・
児
童
の

参
加
を
得
て
奉
納
出
来
ま
し
た
。
鉦
の
音

と
太
鼓
の
音
色
が
五
穀
豊
穣
を
祝
う
よ

う
に
、
一
糸
乱
れ
ぬ
音
が
響
き
、
観
客
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
今
回

の
踊
り
の
最
年
少
は
猪
俣
文
幸
さ
ん
の

子
供
さ
ん
拓
音
く
ん
四
歳
を
始
め
奏
音

く
ん
七
歳
及
び
松
下
裕
貴
さ
ん
の
子
供

さ
ん
颯
く
ん
五
歳
が
鉦
を
見
事
に
打
ち

鳴
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
の
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

黒
武
者
集
落
銘
木
銀
杏
伐
採 

折
田
文
博
さ
ん
宅
に
樹
齢
四

十
七
年
の
銀
杏
の
銘
木
が
あ
り
、

紅
葉
の
時
期
に
は
黄
色
に
色
づ

い
て
名
物
に
な
っ
て
お
り
ま
し

が
、
今
回
家
周
り
の
杉
の
木
が
伐

採
さ
れ
、
風
通
し
が
良
く
な
り
自

宅
に
倒
木
し
な
い
よ
う
に
と
今

藤
林
業
に
依
頼
し
、
伐
採
さ
れ
ま

し
た
。
株
は
二
本
あ
り
胴
回
り
は

二
ｍ
も
あ
る
大
木
で
し
た
。
伐
採

後
は
良
い
箇
所
だ
け
で
も
ま
な

板
に
と
再
利
用
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
黒
武

者
集
落
に
は
も
み
じ
と
桜
の
銘

木
が
あ
り
ま
す
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区 

分 

 

変
更
後 

 

変
更
前 

水
紫
組 

長
野
下 

 

中 

山 

 

内
之
尾 

山
之
口 

長
野
下 

中 

山 

内
之
尾 

山
之
口 

白
組 

草 

渡 

鹿
子
田 

山 

下 

草 

渡 

鹿
子
田 

山 

下 

赤
組 

 

大
馬
越 

小
豆
迫 

 

大
馬
越 

小
豆
迫 

 

平
成
三
十
年
度 

入
来
地
域
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
別
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
実
施 

９月２日(日)入来総合体育館(男子の部)

及び川薩清修館高校体育館(女子の部)が開

催されました。今年も男女出場して頂き、

練習を昨年度の倍以上されて、試合に臨ま

れましたが、いずれも接戦にて決勝トーナ

メントには上がれませんでしたが、素晴ら

しい戦いぶりをしていただきました。出場

された選手には健闘とお礼を申しあげま

す。 

す。なお、反省会は大馬越地区コミセン屋

外にて焼肉で多いに盛り上がったそうで

あります。 

是非来年度は、優勝を目標に頑張ってい

ただきたいと思います。 

写真上は男子の部  ブロック 

  下は女子の部  アタック 

入来小学校合同運動会開催について(体育部会) 

今
月
三
十
日(

日)

に
統

合
し
て
、
初
め
て
の
入
来

小
学
校
合
同
秋
季
大
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
馬
越
地
区
か
ら
も
、
多

く
の
方
に
自
治
会
ご
と

に
選
手
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
の
で
、
是
非
皆

さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

臨
時
駐
車
場
は
、
入
来

支
所
下
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

大
馬
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

秋

季

大

運

動

会

開

催

に

つ

い

て 

本
年
度
の
大
馬
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主
催

に
よ
る
運
動
会
は
、
第
一
部
と
第
二
部
に
別
け
て
開
催
い

た
し
ま
す
。 

第
一
部 

親
善
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会(

午
前
中) 

日 

程 

十
月
二
十
八
日(

土)

午
前
八
時
三
十
分
よ
り 

場 

所 

旧
大
馬
越
小
学
校
グ
ラ
ン
ド 

参
加
者 

別
途
文
書
に
て
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

第
二
部 

地
区
秋
季
大
運
動
会(

午
後
よ
り) 

日 

程 

十
月
二
十
八
日(

日)

午
後
一
時
よ
り 

種 

目 

フ
ィ
ル
ド
内
の
種
目
が
主
で
最
後
に
総
合
リ

レ
ー
を
組
ん
で
あ
り
ま
す
。 

選 

手 

体
育
主
任
・
部
会
に
て
選
手
選
考
さ
れ
ま
す
。 

色 

別 

こ
れ
ま
で
、
四
色
別
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

か
ら
次
の
よ
う
に
三
組
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
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加工室入口にのれんと短歌の飾りに再利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高
所
作
業
車
に
よ
る
自
治
会
内
市
道
敷
き
の
伐
採
作
業
実
施 

コミセン今月の除草作業

当番 

味
噌
用
麻
布
再
利
用
さ
れ
る 

本
年
度
総
会
に
て
、
自
治
会
内
の
市
道

敷
き
等
に
高
所
作
業
車
を
使
用
し
て
高

木
の
伐
採
を
行
う
こ
と
で
、
了
承
を
得
て

今
回
二
自
治
会
か
ら
三
箇
所
の
伐
採
要

望
が
あ
り
、
九
月
九
日(

日)

午
前
八
時
か

ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
の
長
時
間
に

及
び
ま
し
た
が
、
各
班
の
支
援
者
が
沢
山

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
す
っ
か
り
綺
麗
に

な
り
ま
し
た
。
最
初
の
箇
所
は
、
宮
田
ヶ

原
公
民
館
敷
地
内
の
桜
が
、
歩
道
の
上
に

伸
び
て
お
り
、
伐
採
い
た
し
ま
し
た
。 

二
箇
所
目
は
、
黒
武
者
雅
文
さ
ん
ゴ
ー

ヤ
畑
の
先
の
河
川
敷
き
か
ら
市
道
へ

楠
木
の
大
木
が
さ
し
か
か
り
、
伐
採
い

た
し
ま
し
た
。
三
箇
所
目
は
、
松
尾
班

の
三
文
字
付
近
の
市
道
敷
き
に
雑
木

の
大
木
が
あ
り
、
伐
採
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
の
作
業
は
、
初
め
て
で
あ
り

ま
し
た
が
、
各
班
は
別
途
重
機
を
依
頼

さ
れ
伐
採
後
の
処
理
作
業
に
威
力
を

発
揮
し
て
頂
き
ま
し
た
。
次
年
度
も
要

望
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
月
の
大
馬
越
地
区
コ
ミ
セ
ン

広
場
他
の
除
草
作
業
は
、
鹿
子
田

自
治
会
員
十
二
名
の
参
加
を
頂
き

九
月
九
日(

日)

河
川
敷
堤
防
な
ど

綺
麗
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。
朝
早

く
か
ら
作
業
で
あ
り
ま
し
た
が
、

ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

次
回
十
月
は
山
下
自
治
会
の
当
番

で
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

大
馬
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
に
併
設
さ
れ
て
い
る
加
工
室
は
昭
和
五

十
七
年
四
月
に
、
地
域
の
活
性
化
と
特
産

品
普
及
等
を
目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
、
今

日
ま
で
四
十
七
年
を
経
過
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
初
代
指
導
者
今
藤
ス
エ
子

さ
ん
二
代
目
高
木
澄
子
さ
ん
現
在
の
谷
口

ヨ
ツ
子
さ
ん
に
引
き
継
が
れ
三
代
目
と
し

て
日
々
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

間
調
理
・
加
工
機
械
類
は
、
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
も
の
、
更
に
は
修
繕
不
可
能
の
機

械
類
は
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
麻
布
だ
け
は
、
当
初
か
ら
今
日
ま
で
大

事
に
使
用
さ
れ
味
噌
の
製
造
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

穴
が
開
き
味
噌
の
蒸
し
方
に
適
さ
な
い
と

の
判
断
で
新
調
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
使
用

し
た
麻
布
を
捨
て
る
に
は
も
っ
た
い
な
い

と
の
事
で
、
加
工
室
の
入
口
に
再
利
用
す

る
こ
と
を
谷
口
ヨ
ツ
子
さ
ん
が
提
案
し
、

布
加
工
を
大
園
禮
子
さ
ん
が
、
そ
の
思
い

を
短
歌
に
宍
野
三
千
代
さ
ん
と
古
川
メ
イ

子
さ
ん
に
詠
ん
で
い
た
だ
き
掲
示
い
た
し

ま
し
た
。
今
は
何
で
も
使
用
不
能
と
な
れ

ば
捨
て
る
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、
再
利
用

さ
れ
加
工
室
の
重
宝
を
改
め
て
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防腐剤の塗布作業中 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ７０歳以上の高齢者招待者 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 おおまごえ地区といあげ祭り特別ゲスト創作太鼓 流芯華決定 

屋
外
ス
テ
ー
ジ
防
腐
剤
塗
布
作
業 

といあげ 

創作太鼓 流芯華は、平成２６年１２月いちき串木野市で発足した、創作エイサーの団体で

す。これまで、いちき串木野市を始め、県内外が問わず、お祭りや、婚礼等各種イベントに出

演されております。見てくださる方の心を動かす事ができるよう「感孚 風動」の精神で日々

練習に励んでいらっしゃいます。 心を込めて太鼓を打ち鳴らします。是非ご来場をおまちし

ております。開催日１１月３日(土)午後５時大馬越地区コミセン屋外ステージで開演予定 

 

八
月
二
十
日(

月)

に
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の

シ
ロ
ア
リ
駆
除
を
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
業
者
か
ら
定
期
的
に
雨
が
あ
た

る
柱
に
つ
い
て
は
、
防
腐
剤
を
塗
っ
た
方

が
良
い
と
の
指
導
を
頂
き
、
今
月
十
一
日

に
宍
野
清
治
氏
・
藤
井
一
典
氏
の
支
援
を

頂
き
、
全
面
塗
布
を
行
い
ま
し
た
。
横
の
張

り
は
だ
い
ぶ
腐
食
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

た
っ
ぷ
り
と
浸
透
さ
せ
て
塗
り
ま
し
た
の

で
、
暴
風
時
の
雨
は
大
丈
夫
と
思
い
ま
す
。 

長
野
下
自
治
会
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
九
月
九
日(

日)

に
敬
老
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天

気
で
、
午
前
の
競
技
は
中
止
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
十
時
か
ら
来
賓
を
招
き

盛
大
な
敬
老
会
と
な
り
ま
し
た
。
九

月
十
六
日(

日)

は
、
大
馬
越
自
治
会

に
よ
る
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
敬
老
者
を
雛
壇
に
配

置
せ
ず
、
一
般
席
に
合
同
で
敬
老
者

を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
会
長
挨

拶
後
、
来
賓
の
祝
辞
そ
の
後
、
敬
老

者
代
表
挨
拶
が
あ
り
終
始
和
や
か

な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。
舞
台
で
は

班
慢
の 

班
か
ら
の
出
し
物
が
あ
り
多
い
に

笑
い
と
感
動
の
祭
事
に
な
り
ま
し

た
。
約
二
時
間
後
は
、
各
班
別
の

二
次
会
も
開
催
さ
れ
敬
老
者
を
祝

福
す
る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
、
自
治
会

の
た
め
、
地
区
の
た
め
、
色
々
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。
今
回
の
七
〇
歳

以
上
の
敬
老
者
は
四
四
名
で
あ

り
、
今
後
の
福
祉
対
策
に
一
層
充

実
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

大

馬

越

自

治

会 

敬

老

会

開

催 

最
後
は
入
来
音
頭
で
閉
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10月開催主なコミ協からのお知らせ 
 

今
月
の
短
歌(

ま
え
ご
ち
短
歌
会
よ
り
投
稿) 

 
 

吾
が
出
番
ゲ
ー
ト
見
つめ
て
打
撃
す
る 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

く
ぐ
り
し
球
に
拍
手
が
届
く 

 
 
 
 

 

古
川
メ
イ
子( 

松
尾
班) 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

◇自治活動健康福祉部会 

 開催日 平成 30 年 10 月 4日(木) 午後７時から 

 場 所 コミセン会議室 

 参加者 部会員全員 

 

 

◇移動行政相談 

 開催日 平成 30 年 10 月 19日(金)午後１時３０分から 

 場 所 コミセン会議室 

     行政に対する相談なら何でもご相談してください。 

 

 

◇薩摩川内市民運動会 

 開催日 平成 30 年 10 月 7日(日)午前８時から 

 場 所 薩摩川内市総合グランド 

 出席者 だれでも参加可能。選手に依頼された方は出席ください 

 

 

 

◇体育部会 

 開催日 平成 30 年 10 月 1５日(月)午後７時から 

 場 所 コミセン会議室 

 出席者 部会員全員 

 

 

◇旧大馬越小学校グランド等の除草作業 

 開催日 平成 30 年 10月２1日(日)午前 8時から 

 場 所 旧大馬越小学校正門に集合してください。 

 参加者 各自治会から事前に割当された方 

 

 

 

◇大馬越地区コミュニティ協議会運動会事前準備 

 日 程 平成３０年 10 月 27日(土)午前 8時から 

◇◇大馬越地区親善グランドゴルフ大会・秋季大運動会 

日 程 平成３０年 10 月 28日(日) 

午前 8時から  グランドゴルフ大会 

     午後 1時から  秋季大運動会 

 

 

 

  

◇あいさつ運動(敬称略) 

 日 程 平成３０年 10 月 19日(金)午前７時１５分～４５分 

宮田ヶ原公民館前 旧大馬越小学校前バス停前 

坂口 省悟 中野  律子 

黒武者雅文 村岸   豊子 

竹下 寿子 黒武者真理子 

 

 

 

 

  

 

 

 



 

 

日 
曜

日 
時間 行      事 日 曜日 時間 行      事 

１ 月 

 

9:30 

13:30 

14:00 

可燃・不燃ゴミ(長野・中山) 

わっはは体操 

生命の体操 

産業祭＆JA フェスタ説明会 

16 火 

 

9:30 

可燃ゴミ(大馬越地区) 

大正琴 

2 火  可燃ごみ(大馬越) 17 水  農業大学校研修 

3 水 

15:00 コミ主事連絡会議 

18 木 

 

 

19:00 

可燃ゴミ(長野・中山) 

農業大学校研修 

地区コミ運動会賞品作り 

4 木 
 

19:00 

可燃ごみ(長野・中山) 

自治活動健康福祉部会 
19 金 

7:15 

13:30 

あいさつ運動 

移動行政相談 

5 金 
 

13:30 

可燃・資源ゴミ(大馬越) 

さわやか体操クラブ 
20 土 

14:50 JA 北さつま移動販売 

 

6 土 
14:50 JA 北さつま移動販売 

21 日 
8:00 旧大馬越小学校グランド

他除草作業 

7 日 

8:00 市民運動会 

22 月 

 

 

13:30 

可燃ゴミ(長野・中山) 

不燃ごみ(大馬越) 

生命の体操 

8 月 
 体育の日 

可燃ごみ(長野・中山) 
23 火  可燃ゴミ(大馬越) 

9 火 
 

 

可燃ごみ(大馬越) 

 
24 水  

 

10 水   25 木  可燃ゴミ(長野・中山) 

11 木 

 可燃ごみ(長野・中山) 

26 金 

 

 

13:30 

可燃ゴミ(大馬越) 

資源ごみ(長野・中山) 

さわやか体操クラブ 

12 金  
可燃ごみ(大馬越地区) 

資源ごみ(長野・中山) 
27 土 

8:00 

 

14:50 

大馬越地区グランドゴル

フ大会・運動会事前準備 

JA 北さつま移動販売 

13 土 14:50 JA 北さつま移動販売 28 日 
8:00 

13:00 

大馬越地区グランドゴル

フ大会・秋季大運動会 

14 日 
  

29 月 
 

13:30 

可燃ゴミ(長野・中山) 

生命の体操 

15 月 

 

13:30 

19:00 

可燃ゴミ(長野・中山) 

生命の体操 

体育部会 

30 火 

 

9:30 

可燃ゴミ(大馬越) 

大正琴 

    31 水   

大馬越地区親善グランドゴルフ大会(午前)と地区秋季運動会(午後)が 28 日(日)開催されます。 

大馬越地区コミュニティ協議会 10月のカレンダー 
 


